平成１８年度日本記録証・世界記録証授与一覧
平成１８年度日本記録証・世界記録証および飛行成績証明書の授与一覧は以下のとおり。（授与された記録は、平成１７年秋から１８年夏までの期間に日本航空協会並びに国際航空連盟が認定した記録である。）
滑空機（グライダー）
EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(いちかわ),市川)

EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(まこと),展)
滑空機オープンクラス(ＤＯクラス)および、１５メートルクラス(Ｄ１５クラス)の
一般において、目的地直線距離の日本記録を樹立。
記　録　　：６４１.１km
飛行年月日：2005年12月30日
飛行場所　：トカモール飛行場～ゴーラ飛行場（オーストラリア）
使用航空機：アレキサンダーシュライハー式 ＡＳＷ２７型
（参考）
前日本記録： DO級 596.56km（1991年7月02日、森本 則文）
　　　　　　 D15級539.3km （2000年12月14日、市川 展）
現世界記録： DO級 2,123km （2003.11.23 Klaus OHLMANN、Germany）
　　　　　　 D15級 該当なし (最低認定記録は1,289km) 
模型航空機
EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(だんじょう),檀上)

EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(あきひろ),彰宏)
模型航空機フリーフライト室内機・ＥＺＢ型（Ｆ１Ｌクラス）機において、滞空時間の日本記録（天井の高さ15ｍ以上30ｍ未満のクラス）、および世界記録を樹立。

記　録　　：２３分０１秒
飛行年月日：2005年10月1日
飛行場所　：くまがやドーム体育館（埼玉県）

使用航空機：室内模型航空機
（参考）

前日本記録：21分23秒（2001年10月20日、檀上彰宏） 

現世界記録：23分01秒（2005年10月1日、檀上彰宏、日本）
EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(だんじょう),檀上)

EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(あきひろ),彰宏)
模型航空機フリーフライト室内機・初心者型（Ｆ１Ｍクラス）機において滞空時間の日本記録（天井の高さ15ｍ以上30ｍ未満のクラス）、および世界記録を樹立。

記　録　　：１９分４０秒
飛行年月日：2005年10月1日
飛行場所　：くまがやドーム体育館（埼玉県）

使用航空機：室内模型航空機
（参考）

前日本記録：18分20秒（2001年5月27日、檀上彰宏） 

現世界記録：19分40秒（2005年10月1日、檀上彰宏、日本）
EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(だんじょう),檀上)

EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(あきひろ),彰宏) 　EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(いしい),石井)

EQ \* jc2 \* "Font:Mincho" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(みつる),満)
チームにて、模型航空機フリーフライト・室内ハンドランチグライダー(Ｆ１Ｎクラス)機において滞空時間の日本記録（天井の高さ15ｍ以上30ｍ未満のクラス）、および世界記録を樹立。

記　録　　：１分１８.８秒
飛行年月日：2005年10月1日
飛行場所　：くまがやドーム体育館（埼玉県）

使用航空機：室内模型航空機
（参考）

前日本記録：該当なし
現世界記録：1分18.8秒（2005年10月1日、檀上彰宏、石井 満、日本）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ちゅうじょう),中條) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(のぶゆき),延幸)
模型航空機ラジオコントロール・陸上機パイロンレーシング（Ｆ３Ｄクラス）において、飛行速度の日本記録を樹立。

記　録　　：１分０２.８５秒（１０周）
飛行年月日：2005年9月2日
飛行場所　：サン・マルタン・ル・ボー（フランス）

使用航空機：ステイレット-８
（参考）

前日本記録：1分04.8秒 （1999年7月13日、佐藤 義則）

現世界記録：59.9秒　（2005年8月25日、Christopher CALLOW、Australia）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(かねがわ),金川) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(しげる),茂)
模型航空機ラジオコントロール・陸上機（Ｆ３クラス）において滞空時間の日本記録を樹立。

記　録　　：１３時間３３分３５秒
飛行年月日：2006年7月22日
飛行場所　：稲敷市甘田（茨城県）

使用航空機：Yakumo Endurance-4
（参考）

前日本記録：12時間43分02秒（1973年5月21日、広田 守氏）
現世界記録：33時間39分15秒（1992年10月1日、Maynard L HILL、U.S.A.）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(かねがわ),金川) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(しげる),茂)
模型航空ラジオコントロール・水上機（Ｆ３クラス）において滞空時間の日本記録を樹立。

記　録　　：８時間４０分２８秒
飛行年月日：2006年8月12日
飛行場所　：稲敷市甘田（茨城県）

使用航空機：YAKUMO ENDURANCE-4水上機
（参考）

前日本記録：8時間27分30秒（1979年10月11日、広田 守氏）

現世界記録：16時間14分11秒（1999年8月14日、Tomas MARDNA、Estonia）

マイクロライト機（パワード・パラグライダー）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(かない),金井) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(はく),博)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(み),美)
マイクロライト、パワード・パラグライダー（ＲＰＦ１クラス）において、無着陸直線距離の日本記録を樹立。

記　録　　：２１８.２１km
飛行年月日：2006年8月6日
飛行場所　：神栖市(茨城県)～佐久市(長野県)　

使用航空機：パワードパラグライダー

（参考）　

前日本記録：194.28km（2003年8月30日、岩田幸雄、金子時久、仲里裕和、関口伸夫）
現世界記録：710.4km （2005年6月23日、Vladimir MAKURIN、Russia）
飛行成績証明書授与
飛行機
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(かみや),神谷) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(とも),知)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ひろ),裕)
世界で初めて市販単３型乾電池(160本)による有人航空機が飛行に成功し、以下の飛行成績を認定。
直線飛行距離：３９１.４m

滞 空 時 間 ：５９秒
飛行年月日　：2006年7月16日
飛行場所　　：ホンダエアポート（埼玉県）　

使用航空機　：東工大式 オキシフライヤー

（参考）　

(財)日本航空協会では、乾電池等を動力源とした航空機の記録カテゴリーがＦＡＩ(国際航空連盟)規定で定義されていないため、人力航空機の規定を準用して上記飛行を認定。
以　上

- 1 -

